
住宅火災の主な出火原因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府中消防署からのお知らせ 

火災に厳重警戒を! 

☑  使っていないプラグは抜く 

☑  プラグ、コンセントは定期的に 

掃除する 

☑  テーブルタップは決められた 

容量内で使用する 

身近に潜む、火災の危険！！  

大切な いのちを守る 住宅用火災警報器！ 

お問合せ先 府中消防署 府中市寿町１－５ 
TEL 042（366）0119 

ついていないと・・・ 鳴りますか？ 

☑ 寝たばこは絶対にしない 

☑ 吸殻を灰皿にためない 

☑ 吸殻は水で完全に 

消してから捨てる 
 

定期的に、点検・清掃しましょう 

住宅用火災警報器を正しく設置、維持することで、

火災の早期発見・被害の軽減につながります。 

または 

交換目安は１０年です 

【正常な場合】 

正常を知らせる音声や警報音が流れます。 

【音が鳴らない場合】 

電池はきちんとセットされていますか？ 

音声がならない場合は、機器の故障の可能性があります。 

交換を検討してください。 

～目で確認 声出し確認 火の用心～ 
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火災が起きた住宅に、住宅用火災警報器が 

設置されていなかった場合 

・火災１件あたりの焼損床面積・・・約５倍 
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